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大城 純孝 議員

将来を見据えた交通網を！ 太陽学童 2016 全体キャンプから

農水産物流通・加工・観光拠点施設のイメージパース

◇ふるさと納税制度
◇学童保育
◇農水産物流通・加工・
観光拠点施設

◇熊本・大分震災への
対応
◇農水産物流通・加工・
観光拠点施設

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

真栄城 哲 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大城 好弘 議員

◇土地利用見直しのビ
ジョン
◇基幹交通網の整備を！
◇町民に情報発信を！

◇㈱西原ファーム４年
間で3,695万円累計
赤字。経営改善の対
応策は。

西原ファーム

 

町
長  

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
今
、
全
国
的
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
め
ぐ
り
、
一
部
自
治

体
に
よ
る
返
礼
品
の
競
争
が
激

化
し
て
お
り
、
総
務
省
で
は
換

金
性
の
高
い
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
や
、
ま
た
寄
附
額
に
対
し
、

戻
割
合
の
高
い
返
礼
品
、
特
産

品
等
の
送
付
行
為
は
行
わ
な
い

旨
の
通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
入
所
に
親
の

共
働
き
を
条
件
づ
け
る
の

は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。
小
学
１
、
２

年
生
に
も
な
る
と
、
親
離
れ
が

必
要
な
時
期
で
も
あ
り
、
友
達

と
遊
び
た
い
時
期
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
が
数
少
な
い
学
童

施
設
で
あ
り
ま
す
。
親
が
家
に

居
る
か
ら
と
い
っ
て
、
学
童
に

入
れ
な
い
の
は
酷
で
は
。

 

福
祉
部
長  

厚
生
労
働
省
令
や

国
、
県
の
実
施
要
綱
、
ま
た
本

町
の
条
例
や
補
助
金
交
付
要
綱

も
同
様
に
、
保
護
者
の
労
働
等

に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
い
な
い

も
の
に
つ
き
と
い
う
こ
と
を
原

則
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
願
い
た
い
。

補
助
金
に
関
し
て
も
、
あ

れ
に
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
こ

れ
に
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
と
規
制
、

し
ば
り
が
多
す
ぎ
、
各
学
童
保

育
の
個
性
が
発
揮
し
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
で
き
ま

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
、
多
く
の
議
員
が

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
肯
定
的

で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
議
会
活

性
化
の
観
点
か
ら
、
あ
え
て
批

判
的
な
立
場
か
ら
質
問
を
い
た

し
ま
す
。
本
来
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
趣
旨
は
、
都
市
部
に
偏
る

税
収
の
是
正
や
地
域
活
性
化
。

使
い
道
の
選
択
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
、
業
者
に
頼

み
、
物
で
釣
る
と
い
う
本
来
の

意
図
、
精
神
と
は
大
き
く
か
け

離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
。
し
か
も
、
所
得
の
多
い

人
ほ
ど
有
利
で
あ
り
ま
す
。
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

す
れ
ば
お
金
だ
け
出
し
て
口
は

出
さ
な
い
の
が
よ
ろ
し
い
か
と

思
う
が
。

 

福
祉
部
長  

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
会
計
の
質
を
高
め
、
健
全

な
運
営
を
図
る
よ
う
、
沖
縄
県

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
が
作
成

し
た
会
計
ル
ー
ル
に
準
じ
、
全

ク
ラ
ブ
に
会
計
報
告
を
依
頼
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
補
助

金
が
充
て
ら
れ
る
収
支
を
定
め

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

近
隣
に
も
農
水
産
物
流

通
・
加
工
・
観
光
拠
点
施

設
と
同
様
な
施
設
が
あ
り
、
集

客
、
収
益
性
の
面
か
ら
も
、
こ

れ
ら
に
勝
る
施
設
に
す
る
必
要

性
が
あ
る
が
。

 
建
設
部
長  

地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
素
朴
な
料
理
、
地
元
客

や
観
光
客
の
話
題
性
の
高
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
等
、
差
別

化
を
図
り
た
い
。

拠
点
施
設
の
整
備
や
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
地
区
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
や

周
辺
商
店
街
で
の
観
光
の
受
け

入
れ
態
勢
の
強
化
と
約
４
割
の

町
民
が
答
え
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

中
長
期
的
に
は
、

ア
フ
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
効
果
的

に
受
け
入
れ
る
為
に
、
観
光
振

興
や
周
辺
整
備
、
又
、
鉄
軌
道

の
導
入
等
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
地
権
者
の
土
地

利
用
の
変
更
の
検
討
を
優
先
的

に
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。大

型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
定
時

定
速
性
を
持
っ
た
新
交
通

シ
ス
テ
ム
導
入
の
可
否
を
伺

う
。

 

建
設
部
長  

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
ど

の
様
な
形
が
望
ま
し
い
か
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
を
再
延
伸

す
る
の
か
、
次
世
代
型
路
面
電

車
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
、
新
た
な
交
通
手

段
を
導
入
す
る
の
が
よ
い
か
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
交
通
網

の
整
備
計
画
も
重
要
で
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
免
許
を

持
た
な
い
人
等
へ
配
慮
し
た
基

幹
交
通
網
も
計
画
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
整
備
の
可
否
を
伺
う
。

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
誘
致

に
伴
う
土
地
利
用
見
直
し

に
当
た
り
、
本
町
の
基
本
構
想

と
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

う
。

 

町
長  

基
本
方
針
は
、
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す

が
、
誘
致
決
定
を
受
け
、
基
本

構
想
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
起

爆
剤
と
し
た
地
域
振
興
を
最
大

限
促
進
で
き
る
土
地
利
用
の
実

現
は
必
須
条
件
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
が
実
施
し
た
意
識
調
査

の
設
問
「
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
の
活
用
や
東
海
岸
地
域
の

発
展
に
重
要
な
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
、
東
海
岸
地
域
の
観
光

 

総
務
部
長  

交
通
弱
者
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
重
要

な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
幹
交
通
整
備
に
関
し
て

は
、
バ
ス
路
線
の
再
編
等
を
含

め
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
西
原
町
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
は
情
報
を
欲
し
て
い
ま

す
。
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
ま
ち

づ
く
り
は
、
役
所
だ
け
で
進
め

る
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
て
初
め
て
、
ま
ち
づ
く
り

は
上
手
く
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
現
状
を
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
て

頂
き
た
い
。
町
民
も
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
絶
対
に
西
原
町
は
よ
く
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
要
望
し

ま
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

問

問問

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
こ

の
事
業
目
的
の
中
で
農
水
産
物

業
振
興
と
６
次
産
業
化
と
歴
史

文
化
財
や
商
工
特
産
物
を
販

売
、
情
報
の
発
信
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
と
計
画
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

建
設
部
長  

地
元
の
農
水
産
物

流
通
機
能
と
し
て
農
家
が
生
産

収
穫
し
た
農
水
産
物
や
特
産
品

を
消
費
者
に
販
売
す
る
機
会
を

提
供
し
販
路
の
拡
大
で
生
産
者

の
意
欲
の
向
上
と
地
産
地
消
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
客
や
観
光
客
に
地

域
の
食
材
を
提
供
し
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
予

定
で
す
。
併
設
の
歴
史
民
俗
文

化
観
光
地
、
特
産
物
等
観
光
資

源
情
報
提
供
機
能
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
整
備
し
集
客
に
つ

な
げ
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
局
は
指
定
管
理
で
施
設

運
営
す
る
と
説
明
を
受
け

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

 

産
業
課
長  

こ
の
施
設
は
複
合

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
一
括
で
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
歴
史
文
化

展
示
資
料
室
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

専
門
家
を
配
置
し
ま
す
。

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
・

大
分
震
災
へ
の
支
援
活
動

は
ど
う
す
る
の
か
。 

 

総
務
部
長  

現
段
階
で
は
、
職

員
２
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

宇
土
市
に
１
名
、
５
月
22
日
か

ら
宇
城
市
に
１
名
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

熊
本
県
西
原
村
と
交
流
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

本
町
も
西
原
村
と
つ
な
が
り
を

深
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

 

総
務
課
長  

町
内
の
有
志
の
み

な
さ
ん
で
直
接
募
金
を
届
け
て

い
ま
す
。
今
後
、
友
好
関
係
、

交
流
を
や
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
機
運
が
高
ま
る
の
で
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

㈱
西
原
フ
ァ
ー
ム
の
決
算

概
要
に
つ
い
て
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
の

構
成
な
ど
１
年
間
の
成
果
は
。

 

建
設
部
長  

貸
借
対
照
表
に
つ

い
て
は
、
負
債
の
部
分
合
計
３

２
２
万
円
、
負
債
合
計
が
３
，

６
２
９
万
円
で
純
資
産
合
計
が

マ
イ
ナ
ス
３
，
３
０
７
万
円
で

負
債
純
資
産
が
３
２
２
万
円
で

す
。
損
益
計
算
書
で
売
上
高
１
，

６
２
０
万
円
、
売
上
原
価
１
，

４
５
６
万
円
、
販
売
費
・
一
般

管
理
費
１
，
２
１
２
万
円
、
当

期
純
利
益
マ
イ
ナ
ス
６
７
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
資
料
か
ら
す
る
と
資

本
増
強
し
な
い
と
企
業
と

し
て
体
力
が
つ
か
な
い
と
思
う

が
、
対
策
は
。

 

建
設
部
長  

株
主
総
会
で
経
営

改
善
に
取
り
組
む
意
見
を
述
べ

て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問 問

は
マ
イ
ナ
ス
６
７
９
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
ま
で
の
４
年

間
の
累
積
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

４
年
間
で
３
，
６

９
５
万
円
の
累
積
赤
字
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

実
質
的
に
経
営
状
況
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
今

後
の
対
応
策
は
。

 

建
設
部
長  

農
業
部
門
の
売
り

上
げ
が
計
画
よ
り
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
、
主
力
品
目
に
ハ
ー

ブ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
、

オ
ク
ラ
を
加
え
、
生
産
拡
大
を

図
り
な
が
ら
、
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
、
単
年
度
黒
字
化
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
社
長
も
交

代
、
新
社
長
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
以
前
は

役
員
の
給
与
が
支
払
い
さ
れ
て

い
な
い
が
、
人
件
費
の
対
応
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

 

産
業
課
長  

社
長
交
代
に
な
り

ま
し
た
。
社
長
に
つ
い
て
は
給

料
は
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

累
積
赤
字
３
，
６
９
５
万

円
と
町
か
ら
３
，
０
０
０

万
円
の
借
入
金
と
合
わ
せ
る
と

６
，
６
９
５
万
円
の
負
債
総
額

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
確

認
す
る
。

 

建
設
部
長  

貸
借
対
照
表
の
中

で
、
負
債
分
の
総
額
は
３
，
６

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
の

受
け
皿
と
し
て
平
成
23
年

度
に
設
立
、
㈱
西
原
フ
ァ
ー
ム

も
今
年
で
４
年
目
を
終
え
て
い

る
状
況
の
中
、
平
成
27
年
度
の

農
産
物
の
出
荷
等
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

 

建
設
部
長  

農
業
生
産
売
上
高

は
当
期
計
画
９
２
７
万
円
に
対

し
１
，
０
５
０
万
円
、
シ
マ

ナ
ー
、
ハ
ー
ブ
類
が
主
な
品
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
、
損
益

の
状
況
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

売
上
高
１
，
６
２

０
万
円
、
売
上
原
価
１
，
４
５

６
万
円
、
販
売
費
・
一
般
管
理

費
１
，
２
１
２
万
円
、
営
業
外

収
益
３
７
８
万
円
、
当
期
利
益

２
８
万
５
，
０
０
０
円
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
長
期

借
入
と
か
未
払
い
金
と
か
が
は

い
っ
て
い
る
状
況
で
、
負
債
総

額
は
３
，
６
２
８
万
５
，
０
０

０
円
で
す
。

小
波
津
４
号
線
の
動
労
の

早
期
整
備
に
つ
い
て
、
以

前
に
も
路
線
に
つ
い
て
は
地
域

か
ら
非
常
に
危
険
な
道
路
と
し

て
朝
夕
、
渋
滞
す
る
。
対
向
車

が
ギ
リ
ギ
リ
で
人
が
通
る
状
況

に
な
い
。
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

 

建
設
部
長  

町
道
小
波
津
４
号

線
は
水
路
と
並
行
す
る
幅
員
５

メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
す
が
、
小

波
津
川
河
川
改
修
事
業
に
伴
う

一
部
整
備
計
画
は
あ
り
ま
す

が
、
残
り
の
区
間
に
つ
い
て
は

整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問

問問

問

問問

問

与儀 清 議員

問


